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「 生 き る 力 の 土 台 を つ く る  洋 光 台 」  

学 校 長   武 田 昭 夫 

 

洋光台第二中学校は，昭和５１年４月１日に洋光台第一中学校から分かれて誕生しまし

た。今年，２００８年（平成 20年度）で開校 33年目を迎える中学校です。 

新入生の皆さんは，期待に胸をふくらませて洋光台第二中学校へ入学してこられると思

います。本校では『洋々たる未来を 光り輝いて生きる力の 土台をつくります』を教育

目標に掲げ，自分らしい「生き方」を見つけられるよう，教育活動をすすめています。主

体的な学習活動をはじめとし，ティーム・ティーチングや少人数制授業，きちんとした生

活習慣と規範意識，自主的な生徒会活動，活発な部活動など様々な面で充実しています。

自分に合った活動を見つけて中学校生活三年間を『明るく楽しく元気よく』過ごしてほし

いと思います。 

今，中学校では，それぞれの活躍や努力に応じた評価である「絶対評価」が定着し，生

徒一人ひとりがその個性を生かし，将来に夢や希望をいだき，自ら学び自ら考える力の土

台(基礎基本)を身に付けるように，本校でも努めております。 

一方，県立高等学校では，個に応じた教育を推進するため単位制普通科高校・総合学科

高校など高校の教育も変わりました。県内の県立高校の学区はすべて撤廃されて，希望す

る学校への受検ができるようになっています。中学校へ入学する前から，もう高等学校の

話は気が早いと思われるかもしれませんが，中学校での三年間は，あっというまに過ぎて

しまいます。従って，中学校へ入学する新入生の皆さんも，これから自分らしい「生き方」

を身に付け，一人ひとり将来の目標をしっかり立てて，有意義な中学校生活になることを

願っております。 

新入生の皆さんは，これからの時代を切り拓いていく宝です。洋光台第二中学校は，ゆ

とり・活力・魅力ある学校を目指し，２１世紀を担う生徒の育成のために，保護者の皆様，

地域の皆様の温かいご支援とご協力をいただきながら，学校教育目標の具現化を目指し，

さらなる教育活動を展開していきます。 

保護者の皆様，在校生はもとより，私たち教職員一同，４月７日に元気に登校してくる

新入生を温かく迎えたいと，今から心待ちにしております。 
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洋光台第二中学校の概要  
 

１．所在地  〒２３５－００４５ 

横浜市磯子区洋光台６－４１－１ 

TEL ０４５－８３３－３１７５ 

FAX ０４５－８３５－０４０９ 

 

２．学区域    洋光台４丁目 

洋光台５丁目１番～１４番 

洋光台６丁目１番～４３番 

峰町 

（特別調整学区） 

栗木２丁目全域 

栗木３丁目１番～８番 

栗木３丁目３４－１０～３４－２２，３５ 

 

３．生徒数・職員数（平成２０年１月７日現在） 

 １年生 ２年生 ３年生 個別支援学級 計 

学級数 ４ ４ ４ ２ １３ 

生徒数 １２８ １４７ １２５ ６ ４０６ 

 

校長 副校長 教諭 養護教諭 学校医・学校薬剤師 

１ １ ２３ １ ４ 
計 

事務主査 技術吏員 ＡＥＴ 時間講師 学校カウンセラー 

２ ２ １ ２ １ 
３８ 

・ＡＥＴ＝英語指導助手 

 

４．校章 

 

正方形を二分の一，三分の一の点でそれぞれ結び，簡潔に

洋光台の頭文字であるＹをデザインした。純真無垢な若者の

心情を表す白を地色とし，洋，すなわち海のブルーを配する

ことを色の基本とした。 

デザインは，本校教諭（開校当時）斎藤義郎の手になるも

のである。 

校章は図の黒い色の部分が，青色となっている。 

なお，学年色として黄色，緑色，青色があり，上履き，ジ

ャージなどで３年間使用する。 
 

５．創立記念日（開校は昭和５１年４月１日） 

６月１日と定める。 

本校建築の施工を担当した石田建設株式会社の作業記録を参考に検討した結果，校地整備工事

完了日が６月１日にあたることを確認し，同日をもって創立記念日とする。 

                  (昭和５１年５月２５日 学校長公布文書より) 
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洋光台第二中学校の教育と学校生活 
１．洋光台第二中学校の教育目標 

学校教育目標 

洋洋 々たる未 来 を  

光光 り輝 いて生 き る力 の  

土 台台 をつ く り ます  

《重点目標》 

１ 自分のよさや可能性をより高め，自分の思いを表現する子ども 

<自らの生き方を作り出す子ども> 

２ 心身の健康を考え，自他の生命を大切にする子ども 

<たくましく生きる子ども> 

３ 多くの人とのふれ合いから，自分らしさを見つけ出す子ども 

<個性豊かに生きる子ども> 

４ 地域の活動を通して，まちの一員として成長する子ども 

<横浜に生きる子ども> 

《具体目標》 

１ 基礎・基本が身につくような学習をすすめます。 
「読み，書き，そろばん」を最も基礎として，各教科で必要な基礎・基本を明確にして，

「生きる力」のもとになる知識・技能の基礎・基本を確実に定着させ，自ら学び，自ら考え

る力を育てるための工夫を各教科等で進めていきます。 

２ 体験的な学習を重視し，学習の総合化をすすめます。 
生徒が自分の課題を見つけ，自ら課題に取り組み，自ら考え，主体的に判断し，問題を

解決していく力を育成するために，地域をはじめ様々な学習環境を活用して体験的な学習を

工夫し，全校および各教科で学習の総合化の工夫と実践を行っていきます。 

３ 自分らしい「生き方」が見つけられるよう， 

まちと協力した教育活動をすすめます。 
「まちの中の学校」として，生徒が学校の活動だけではなく，まちでの活動を通して多

くの人々とふれ合いながら自分の生き方を見つけていけるように工夫していきます。 

そのために，学校と保護者，地域，そして小学校や高等学校とも協力して子どもを育て

ていく体制を作るように努力していきます。 

２．洋二中の教育課程（一日の生活と各教科の学習） 

（１）洋光台二中の教科等の時数（週当たり平均時数） 

 国語 社会 数学 理科 音楽 美術 保体 技家 英語 道徳 学活 選択 総合 計 

１年 ４ ３ ３ ３ 1.5 1.5 ２ ２ ３ １ １ １ ２ ２８ 

２年 ３ ３ ３ ３ １ １ ３ ２ ３ １ １ ２ ２ ２８ 

３年 ３ 2.5 ３ 2.5 １ １ ３ １ ３ １ １ ４ ２ ２８ 

＊ 「選択」＝選択教科の時間  ＊「総合」＝総合的な学習の時間  ＊「学活」＝学級活動 

＊ この数字は年間時数を３５週で割った後，時間割編成の都合上，若干の調整をしたものです。 

＊ 上の表の総合の時間のうちの１時間を朝１０分間の帯で，また，選択の時間のうち，５教科で実

施する部分を３校時のあとに１０分間の帯で５日間取ることにより，週時間を２５時間で設定して

います。さらに，残りの｢総合の時間｣の１時間は１日，あるいは半日単位でまとめ取りをすること
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によって，時間の調整をしています。したがって週時程・日課表は次のようになります。 

（２）日課表と週時程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＊１単位時間は，５０分。 

 

 
① 朝学習の時間は生徒が自分自身の課題に応じて学習に取り組む時間。 

② 昼学習の時間は生徒が自分の力に応じて，５教科の基礎・基本に取り組む時間。 

③ 火曜日６校時の（総合）は一日単位，または半日単位などでまとめて時間設定をして学習

に取り組む時間で，通常の日課表は５校時までです。 

④ ５校時までの場合，日課表の６校時はないため，終了は１時間早くなります。 

⑤ 時間割は，スライド式時間割で，各教科（必修教科，選択教科）を１～４６の授業番号の

中に組み込み，２週間を１単位として編成し，週時程の１～２３の中に，各教科を割り振り

ます。週によって時間割は変化していきます。 

⑥昼学習の時間は，原則として１，２学期で終了する予定です。 

  ３学期には，３校時の後は１５分ずつ繰り上がります。 

（３）各教科の学習 

＊ 国語科…小学校と同じような学習内容ですが，古典・文法など新しいことも勉強します。中

学校の国語では，言葉に関心を持つこと，辞書を引くことなどが大切です。そして自

分の考えを持ち，発表（書く，話す）することがとても大切になります。また，読書

も心がけましょう。書道も行ないますので，習字の道具は処分せず保管しておいてく

ださい。 

＊ 社会科…中学校の社会科は地理的，歴史的，公民的の３分野に分かれており，１，２年生の

２年間で地理的，歴史的分野両方を，３年生では公民的分野を学びます。本校の社会

科は「広い視野にたって先を見つめ，今を学ぶ社会科」を基本目標に，現実の社会の

見方，考え方を学び，社会の一員として生きる力をつけることを目標にしています。

社会科の授業では，知識を覚えるだけではなく，考える力，情報を整理し判断する力，

発表する力などを身につけることを中心にした学習を工夫しています。 

＊ 数学科…小学校の「算数」が，中学校では「数学」と変わります。扱う内容は，小学校と同

じように数や図形が中心です。数学は積み重ねの教科です。その日に授業で学んだ内

容を復習すると効果的です。日々の家庭学習の習慣を身に付けましょう。 

＊ 理 科…中学校の理科は第一，第二分野に分かれています。第一分野とは，物理関係と化学

関係。第二分野とは地学関係と生物関係です。理科の学習は知識の習得ばかりではな

く，自分で考え，予想を立て，確かめていく能力を身につけることが大切です。それ

には，普段から身のまわりの事がらなどによく目を向け，自分から進んでどうして？

という疑問をもち解決しようと取り組む態度が望まれます。 

＊ 音楽科…中学校の音楽科の内容は歌唱や器楽などの実技による表現と鑑賞です。基礎・基本

になる音楽の知識や理論を学んだり，実技から音楽を楽しむことを目標とします。授

業では，積極的に歌い，演奏し，またそれをお互いに聴き合うことで，それぞれの個

 月 火 水 木 金 

 朝 学 習 (総合) 

１ 道 ５ 10 14 19 

２ １ ６ 11 15 20 

３ ２ ７ 12 16 21 

 昼学習(選択(基礎･基本)) 

 昼      食 

４ ３ ８ 13 17 22 

５ ４ ９ 学 18 23 

６  （総合）    

予鈴 ８：３５ 

学 活 ８：４０～  ８：５０

朝学習 ８：５０～  ９：００

１ 校 時 ９：０５～  ９：５５

２ 校 時 １０：０５～１０：５５

３ 校 時 １１：０５～１１：５５

昼学習 １２：００～１２：１０

昼 食 １２：１５～１２：３０

予 鈴 １２：５０ 

４ 校 時 １２：５５～１３：４５

５ 校 時 １３：５５～１４：４５

６ 校 時 １４：５５～１５：４５

学 活 １５：５０～１６：００

清 掃 １６：００～１６：１５
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性を生かした音楽活動を目指します。 

＊ 美術科…絵画，デザイン，彫刻，工芸，鑑賞の五つの分野を，三年間にわたって勉強します。

少し専門的になりますが，自分は苦手だとか下手だとか決めつけずに，授業で着実に

取り組んでがんばれば良い作品が出来ます。彫刻刀，絵の具のパレットや筆，水入れ

は小学校で使った物を利用するので保管しておいてください。絵の具はアクリルガッ

シュを使いますが，入学後，授業での説明を聞いてから準備をしてください。 

＊ 保健体育科…自分の能力にあった課題を設定し，自らすすんで，考え，工夫し，課題解決の

ため努力をする姿勢を学びます。また，グループ学習を通して，人とかかわり合う力

を身につけ，積極的に運動に親しむ力を育てます，運動や健康・安全についての理解

と，体力の向上を図り，明るく豊かな生活を営む態度を育てます。運動種目としては，

体つくり運動，器械運動，陸上競技，水泳，球技，柔道，ダンスを学習します。 

＊ 技術・家庭科 技術分野…実際に物作りをしたり，コンピュータ操作をして，その基本的な

技術を身につけます。物作りを計画，準備，製作する過程でいろいろと

工夫して，自分なりの新しい考えを出すように心がけましょう。 

家庭分野…生活に必要な衣・食・住の知識と技術を身につけ健康で豊かな生

活を目指した学習をします。 
＊ 英語科…新しい教科です。初めのうちは英語を聞く練習や話す練習が中心ですが，夏休み前

までには簡単な英文が書けるように勉強します。外国人の先生(AET)との授業もあり

ますので，授業中に先生の発音などをよく聞いて大きな声で繰り返し練習することが

大切です。ノートや辞書，参考書は，初めのうちは使いません。指示があるまで買わ

なくて結構です。早く英語に慣れようと思ったら，ラジオやテレビの初歩的な英語講

座(NHK 基礎英語，NHK 教育テレビなど)を利用するとよいと思います。楽しく勉強し

ましょう。 

（４）中学校生活の基本 
① 学級担任と教科担任 

学校生活は，学級を基本にして行われます。生徒との相談や指導は通常，学級担任を中心に

行いますが，相談･指導に関することはすべて学年，全校の体制で行いますので，教職員誰と

でも相談することができます。 

学級担任は，道徳・学級活動の時間を中心に，生活全般の指導・相談を担当します。 

教科担任は，各教科（国語，社会，数学，理科，音楽，美術，保健体育，技術家庭，英語）

の指導を行います。教科の学習に関する相談は，各教科担任が行います。 

毎月の授業，行事等の予定は，前月末に「月間行事予定表」を配布します。 

② 昼食 

給食はありませんので，各家庭で弁当を用意してください。昼食の予定は，上記の「月間行

事予定表」に昼食の有無が記載されています。 

なお，事情により弁当が用意できない生徒のために，弁当の販売も行っています。 

③ 部活動  生徒の希望により，入部して，朝や放課後に活動をします。 

詳細は後の部活動のページをご覧ください。 

④ 生徒手帳  生徒証をかねる手帳です。学校生活の基本について，生徒会活動について，規

約等が掲載されています。また，欠席，遅刻，早退，見学等のさまざまな届は，

生徒手帳を使って行います。生徒は，生徒手帳を常時携帯する必要があります。 

（５）生徒の諸活動 
学校生活の中で，生徒が自主的な活動を行うことをすすめています。学級，学年を中心に全

校の生徒会活動など，さまざまな活動の場面が設定されています。さまざまな場で，生徒一人

ひとりが，それぞれの力を発揮して，積極的に活動し，自分自身の力を伸ばしていき，同時に，

友人や上級生と協力し，よりよい学級，学年，学校を作り上げていくようにしてください。 

① 生徒会 

生徒の自主的な活動の組織です。中学校生活がより豊かで楽しいものになるように，生徒自

身の手でさまざまな計画を立て，実行していきます。生徒会は全生徒が会員として積極的に参

加し，作り上げていく組織です。 
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生徒会活動の詳細については，入学後オリエンテーションで紹介されます。また，入学式で

配布する生徒手帳に記載されています。 

② 学級活動 

学級活動は，生徒会の活動の基本単位であると同時に，学級担任と生徒が一つになって，一

日の大半を過ごす学級をよりすごしやすいものにしていく場です。 

学級活動の時間には，毎日の朝，帰りの短い学級活動と，週 1回授業の中で設定される長い

学級活動があります。朝，帰りの学級活動では，毎日に必要な連絡や担任の指導を行います。 

長い学級活動は，学級担任と相談しながら，さまざまな行事の計画，学級としての問題の解

決など，生徒自身の力でできることを考え，話し合いをする場です。 

③ 部活動 

部活動は，学年を超えて活動をする場で，それぞれの部の特質に応じて，専門的な技術の習

得，部としてのチームワークつくり，よりよい人間関係の形成など，教科の授業では得られな

い経験をする場です。 

本校の部活動は，運動部では，各部とも市大会，県大会等で活躍しています。文化部では，

木琴部のように，さまざまな音楽大会や地域のイベントで活躍しているものもあります。 

部活動への参加は，生徒一人ひとりの興味と意思によって行います。部活動は３年間継続す

ることが原則です。具体的には，入学後，十分な時間をかけて慎重に選べるようにオリエンテ

ーションを行います。 

本校は生徒数が減少し，実施できる部活動の数は限られています。平成１９年度実施した部

活動は次のとおりです。 

  野球 ・ サッカー ・ 陸上競技 ・ 卓球 ・ バレーボール（女子） 

  木琴 ・ 演劇 ・ テクノ ・ バスケットボール(女子) 

（６）主な年間行事（平成１９年度） 

  月 主な行事 

４月 
始業式・入学式  部活動オリエンテーション  諸検診・計測 

全国学習状況調査(３年) 授業参観・学級懇談会   学習教育相談 

５月 ２年自然教室 ３年修学旅行 

６月 公開授業週間  土曜参観  中間テスト 

７月 学習教育相談（面談） 大掃除 

８月  

９月 体育祭 期末テスト 

前 

期 

10 月 終業式 体験学習(総合的な学習) 

10 月 始業式  

11 月 公開授業週間 文化祭 横浜市学習状況調査(３年) 中間テスト 

12 月 学習教育相談 生徒会役員選挙 大掃除 

１月  

２月 授業参観・学級懇談会  学年末テスト 

後 

期 

３月 
卒業証書授与式 横浜市学習状況調査(１・２年) 

１年校外学習 修了式  

（７）学校生活のきまり（生徒手帳から抜粋・要約） 
本校では，生徒の自主的な活動を大切にしています。そのため，決まりは最小限にしてあり

ます。最小限の決まりを大切にしながら，中学生として自分で考え，自らをしっかりと律して

いく姿勢を持つことが望まれます。 

１．日課表にしたがって生活する。 

・始業時間は８時４０分。予鈴（８時３５分）までに登校する。一般生徒の下校時刻は，通常

午後４時としています。 

・基本は，前述の日課表によって生活します。 

２．持ち物には記名し，金銭・貴重品など学校生活に必要のないものは持参しない。 

３．本校では，自転車通学は一切認めていません。 
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４．登下校時には，標準服を着用する。休業日等も同様とする。 

５．上履きと体育館履きは，所定のものとして，区別して使用する。 

６．通学用の靴・かばん 

・靴は運動靴  登下校時と体育の授業時は同じものを使用する。 

・かばん  特にきまりはないが，地味な色のものとする。（布袋・紙袋は禁止） 

７．髪型は，学校生活をよく考え，中学生らしい清潔で活動的なもの。 

（８）相談室・カウンセラー室の紹介 
中学生になって，“しっかりやろう”と胸ふくらませて登校してくることでしょう。でも，

人間の生活は平穏な日ばかりではありません。長い間には，苦しいこと，悲しいこと，どうし

たらよいか分からないことなど，いろいろあるはずです。そんな時にはひとりでくよくよしな

いで，相談してください。本校には専門に相談に当たる先生が二人います。 

生徒指導専任教諭は常に学校にいます。 

スクールカウンセラーは週に１～２回来校し，相談にあたります。 

相談内容についての秘密は守られますので，安心して相談してください。 

（９）保健室の利用について 
１．保健室は病院ではありません。学校で急に具合が悪くなったり，けがをした時に応急手当を

するところです。 

２．保健室に行く時は，環境委員と行きましょう。 

３．飲み薬は，副作用，アレルギーを考えて，置いてありません。中学生になったら，自然に治

る力（自然治癒力）を高めましょう。 

４．保健室では，各種検診を受けたり，さまざまな測定（身長・体重・座高・視力・聴力・脈拍・

血圧など）ができます。健康についての悩みや体についての不安や心配事など，気軽に相談し

てください。 

保健に関する書籍・写真・統計・資料などもあります。休み時間，放課後に上手に利用しま

しょう。 

 

入 学 準 備 
 

１．標準服 
男女とも標準服がありますので利用してください。 

 上 着 ズボン・スカート シャツ 

男 
型：ブレザー 

色：濃紺 

色：グレー 白Ｙシャツ 

女 
型：ブレザー 

色：濃紺（ベスト付） 

型：吊りスカート 

色：グレー 

白ブラウス 

白Ｙシャツ 

＊費用   配布済みの資料でご確認ください。 

＊取扱業者  横浜松坂屋（伊勢佐木町），北村商店（洋光台駅前） 

関口商店（港南台駅前），京急百貨店（上大岡） 

＊校章バッチは学校で一括して注文，購入します。（校章は学年色ではなく青となります） 

 

２．上履き 
校舎用と体育館用の２つをそろえてください。 

校舎用             体育館用 

 

ゴム：黄色 
 

 

＊洋光台駅前のヤバネスポーツにあります。 
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＊記名は漢字で姓を記入してください。 

３．靴袋 
 体育館用の靴や部活動用の靴は袋に入れて教室

に保管します。図のような靴袋を用意してください。

市販の靴袋でもかまいませんが,わざわざ購入する

必要はありません。現在使っているものや，手作り

のもので十分です。 

 

 

 

 

４．学習用具 
授業で必要なものは，基本的には授業開始後，教科担任から指示があります。あわてて用意す

る必要はありません。 

＊ 教科書は入学式当日に配布します。 

＊ 授業で使用する副読本等は，学校でまとめて購入します。 

＊ その他 

・保健体育 男女 半袖トレーニングシャツ（白）  短パン（紺） 

トレーニングジャージ 上下（紺） 

水着（授業開始時に指示します） 

男子 柔道着（授業開始時に指示します） 

体操着等の販売のお知らせ(この資料の最後にとじ込んであります)をご覧下さい。 

 

入 学 式 
 

＊日時  平成２０年４月７日（月） １３時開式（体育館） 
１２時３０分から受付開始（体育館前） 

保護者同伴で登校してください。 

１．持ち物 ・上履き（校舎用） ・筆記用具  ・メモノート 

・カバン － 教科書（９教科１２冊程度）を配布します。 

２．登校したら 

① 学級名簿を配布します。自分の学級を確認してください。 

② 学級を確認したら，学級別になっている受付へ行き受付をしてください。氏名の字の間違い

などがあったら，ここで訂正してください。 

③ 受付がすんだら，生徒は指示に従い，学級別に整列します。受付周辺に案内の上級生がいま

す。その案内に従ってください。 

保護者は，体育館に入り，学級別の保護者席に座ってください。 

３．入学式が終わったら 

① 生徒は各学級の教室に入り，学級担任と初めての学活を行います。 

教科書はここで配布されます。 

② 保護者は，そのまま体育館で最初の保護者会とＰＴＡのオリエンテーションを行います。 

ＰＴＡオリエンテーションの際に，学級の委員を決めます。 

オリエンテーション終了後（14:15 頃）保護者は各学級の教室へ。 

③ 学級活動の終了は，１４時３０分頃の予定です。終了後生徒とともにお帰りください。 

 

 

 

 

 

必ず 

記名する 
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学校納入金について 
 

本校のさまざまな教育活動で必要になる学校納入金の納入を毎年お願いしておるところです

が，平成１９年度の１学年の学校納入金は次のようになっておりました。平成２０年度の金額も，

同じ程度になると思われますので，ご理解ご協力をよろしくお願い致します。 

平成２０年度の詳細につきましては５月初め頃にお知らせいたします。 

 

１．補助教材費など    合計  １３，１２０円 

内訳   教科の副教材   健康手帳   生徒手帳  校章 

           スポーツ振興センター掛け金  等々 

 

２．行事費など      合計  ５，２５０円 

内訳  賠償保険       １５０円 

    行事費       １，０００円 

    卒業記念品代      ４００円 

    生徒会費        １００円 

    ＰＴＡ会費      ３，６００円 

 

３．合計   １ ＋ ２   １８，３７０円 

 

＊納入方法 

・ 納入は，郵便局からの自動払込になっています。「自動払込利用申込書」を記入し，お近く

の郵便局へご提出ください。郵便局の口座をお持ちでない方は，通帳を作っていただき，自動

払込の手続きを行ってください。４月１８日(金)までに手続きをお願いします。 

・ 納入回数は６月と７月の，２回に分割して行います。 

・ 自動払い込みは，毎月８日に自動的に引き落とされます。残高不足などで，８日に引き落と

しができなかった場合は，予備日として，２６日に引き落としが行われます。 

・ １回の引き落とし毎に，手数料が１０円かかります。多少多めに入金してください。 

＊１６年度より宿泊行事（自然教室，修学旅行）費につきましては，業者への直接納入の形をと

っております。詳しくは，４月以降にご説明いたします。 
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平成２０年２月７日 

新入生保護者の皆様                  横浜市立洋光台第二中学校 

ＰＴＡ会長 佐藤則之 

 

洋ニ中ＰＴＡへようこそ 
 

寒い日が続いておりますが、皆様にはますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

私たち「洋二中ＰＴＡ」は子どもたちの健やかな成長を願い、少しでもその手助けにな

ればと活動をしています。４月から会員になられる皆様に、ＰＴＡ活動へのご理解とご協

力をお願いいたします。 

 

１．ＰＴＡの組織について 

ＰＴＡ会員・・・生徒の保護者・教職員全員 

 

          役員…会長（１）副会長（２）書記（２）会計（２） 

           

          教職員代表 

  運営委員会 

          クラス委員…各クラス２名 
                  （主に各クラスのまとめ役として活動） 

          校外委員…各クラス１名 
（主に地域とのパイプ役として活動） 

          青少年指導員 １名 

 

 

  ＰＴＡ総会…ＰＴＡのすべての意志決定を行います。年２回開催 

 

 

２．各委員の選出方法' 

新1年生の保護者の方は入学式終了後、体育館にてクラスごとに分かれて、 

1,お子様が何年生の時に委員を引き受けることができるかを伺い、全員登 

録させて頂きます。 

2,1年生で登録された方の中から平成18年度の委員を(クラス委員2名 

・校外委員1名・推薦選管委員1名の計4名)選出していただきます。 

2,3年生はそれぞれの学年始めに、登録された方の中から選出してい 

ただきます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




